
０３月１６日 ( 水 )2
0
2
2

開場　１８:３０
開演　１９:００ 
( 短めの、 ２ステージ入替無 ) (1drink=６００～ ) 

MC=３７００＋２drinks order

鈴木大介
作曲家の武満徹から「今までに聴いたことがない
ようなギタリスト」と評されて以後、新しい世代
の音楽家として常に注目され続けている。マリア・
カナルス国際コンクール第 3 位、アレッサンドリ
ア市国際ギター・コンクール優勝など数々のコン
クールで受賞。現代音楽の初演や、アンサンブル
とコンチェルトの膨大なレパートリーでの、明晰
な解釈力と洗練された技術は、多方面からの評価
を確立し、難度の高いプロジェクトにおけるファー
スト・コール・ギタリストの位置を維持している。
これまでに、池辺晋一郎、西村朗、猿谷紀郎、和田薫、
伊左治直、各氏らほかの作曲家からギター協奏曲
を含む多くの作品の初演を依頼されている。2013
年にはサントリー・サマー・フェスティバルにお
いて、野平一郎作曲「エレクトリック・ギターとオー
ケストラのための炎の弦」を演奏、またソリスト
として参加した東京シンフォニエッタによる CD

「天女散花」はレコードアカデミー賞現代音楽部門
を受賞した。

坂井紅介
ハンク・ジョーンズ、ジョー・ヘンダーソン、ヘレ
ン・メリル、ミッシェル・ルグラン、エグベルト・
ジスモンチ、スティーブ・ガッド、日野元彦、など
世界のジャズ界をリードするミュージシャンと共
演。幅広い音楽性で多くのアーティストに招かれ、
国内外のユニットに参加。演奏の場は米国や欧州だ
けでなく、アジア、アフリカにも及ぶ。自己のグルー
プで 1993 年より名古屋芸術創造センター、2000
年にカザルスホールにおいてコンサート。作曲にも
才を発揮し、映画、テレビ、舞踏、アーティストの
ＣＤに作編曲を提供するなど、活動範囲は広い。 
1997 年 5 月、全曲オリジナルのリーダーアルバム

「ＴＲＩＰトリップ」をリリース。現在、自己のグルー
プやソロベース活動の他、土岐英史、などのステー
ジで活躍。横浜在住。

会田桃子
横浜市生まれ。3 歳よりヴァイオリンを始める。
桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学音
楽学部卒業。在学中よりアストル・ピアソラやア
ルゼンチンタンゴに興味を持ち、バンドネオン奏
者小松亮太氏のタンゴバンド「小松亮太＆ザ・タ
ンギスツ」でタンゴの演奏を始める。卒業後は小
松氏のバンドで数年間ソロバイオリン奏者を務
め、国内外のコンサートで活躍。その後度々本場
ブエノスアイレスを訪れ、現地のミュージシャン
たちとのライブや、ブエノスアイレス市立タンゴ
オーケストラ学校への短期入学などで研鑽を積ん
だ。現在、アルゼンチンタンゴプレーヤーとして
の活動を軸に、ジャズ、ポップス、シャンソン、
ラテンなど、様々な音楽シーンでソロバイオリニ
ストとして活躍しており、即興演奏にも定評があ
る。また、自身主催の舞台では、ヴォーカルは会
田が務め、歌手としても活動中。作編曲家として
も活動しており、アーティストへの楽曲提供など
もしている。

会田桃子
鈴木大介
坂井紅介

violin

guitar

contrabass

※マスクの着用を必ずお願いいたします。
※ご入場の際、備え付け、又はご持参の消毒液にて手を消毒して下さい。


